
             ～まちが人を育て、人がまちをつくる～   

             

 

 

 

               

1970年 2月 14日生まれ Ａ型 51歳 逗子市沼間 1－8－2 

略歴: 沼間小卒業・逗子中卒業・私立横浜商工高等学校卒業（有）匂坂畳店入社  

逗子市商工会青年部長・逗子葉山青年会議所理事長・逗子ロータリークラブ会長 

沼間小ＰＴＡ会長・逗子中ＰＴＡ会長・市ＰＴＡ連絡協議会会長・県 PTA執行役員 

家族構成: 妻と長女(大学生) 次女(高校生) 長男(中学生)   

議会職歴: 副議長・基地対策特別委員長、予算・決算特別委員長、議会運営委員長 

教育民生常任委員長、総務常任委員長 現在 三期目 所属会派 市政クラブ 

 

 

 

第３回定例会が９月３日～３０日に行われました。今定例会では、令和２年度逗子市一般会計 

及び３特別会計歳入歳出決算の認定、下水道事業会計決算の認定の議案が上程され、可決（認定）

されました。その他の主な議案は、令和３年度の一般会計補正予算を含む議案１０件（すべて 

可決）、その他に意見書案、陳情が審議されました。 

 

                  

健全な財政運営の原則である収支の均衡及び財政構造の弾力性についての比率の推移 

財 務 比 率 の 推 移 

 実質収支比率 経常収支比率 公債費比率 財政力指数 

令和２年度 １３．１％ ９３．２％ ８．６％ ０．８６１ 

令和元年度 １０．５％ ９７．１％ ８．５％ ０．８６６ 

平成30年度 ９．０％ ９２．５％ ８．２％ ０．８７１ 

 

実質収支比率：標準財政規模に対する割合。一般的には3～5％が望ましいとされている。 

経常収支比率：経常一般財源に対する経常的経費の割合。 

一般的には70～80％が望ましいとされている。 

公債費比率： 経常一般財源に占める公債費の一般財源所要額の比率。 

一般的には10％以内が望ましいとされている。 

財政力指数： 財政上の能力を示す指数。この指数が1を超えるほど財源に余裕がある。 

 

令和２年度一般会計決算では、実質収支額の比率は、１３．１％で前年度と比較して２．６ポイ 

ント上回り、経常収支比率は、９３．２％と前年度と比較して３．９ポインと改善が見られました。

決算収支の状況は、実質収支額が約１６憶３千万円の黒字、実質単年度収支額は、約７億円の 

黒字となりました。財政調整基金の年度末現在高も増加傾向が見受けられます。少子高齢化が 

進む中で市税は減少し、扶助費は今後も増加傾向で、さらに公共施設の老朽化対策で毎年、数 

億円の事業費が必要になることも想定され、今後も厳しい財政状況が予測されますが、持続可 

能な財政基盤を構築し、市民が安心で暮らすことができるまちづくりを目指していきます。 



  

 

 

本市公共下水道事業は昭和 41年度に着手し、昭

和 47 年度から共用を開始しました。近年、下水

道事業を取り巻く経営環境は、様々な問題に直

面しています。 

 

① 施設の老朽化に伴う更新時期の到来 

現在は、老朽化による破損や故障の不具合が発

生に対し、最低限の修繕・補修を行っています。 

 今後は、突発的な不具合の発生増加が予測さ

れ、維持管理費や改築更新費用の増額を見込

む必要があります。また、将来の推計人口の

減少に伴って使用量収入は減少していきま

す。現状の使用料では老朽化への対策ができ

なくなります。 

② 赤字解消 

2019年 4月 1日 会計方式の変更(企業会計) 

令和元年度決算で約 1億 3,000 万円の赤字 

2年度決算と合算すると約 2億 4千万円の赤字 

 

これらの問題を解決し、持続可能な下水道事業

を経営するため、改訂をする予定です。 

 

1 か月あたりの使用料 (実際の支払額は２か月に一度) 

1 か月水量 現行(税込) 改訂後(税込) 差額額 上昇率％ 

8㎥まで 622円 746円 124円 19.94 

２０㎥ 1,793円 2,147円 354円 19.74 

３５㎥ 3,723円 4,545円 822円 22.08 

５０㎥ 5,846円 7,427円 1,581 円 27.04 

100㎥ 13,821円 18,592円 4,771 円 34.52 

※平均的な使用料:1か月 20㎥ 

※平均改定率 25.59％ 

本市では、いじめの根絶を目指し、いじめの未然

防止、早期 発見、早期解決に向けて、学校及び

関係機関等と協力しながら、様々な取組みを推進

してきました。しかし、今日の著しい社会状況の

変化の中で、いじめ問題はさらに複雑化・多様化

してきており、また、これまで顕在しなかったＳ

ＮＳをはじめとする、インターネットを通じて行

われるいじめ等、新たな課題も生じてきました。

そうした中で、いじめ根絶の視点から更なる施策

の推進や学校、家庭、地域の協働が必要になって

います。 本市におけるいじめ対策の総合的かつ

効果的な推進を図るために、「逗子市いじめ防止

基本方針」を策定しました。これに伴い、今定例

会で、３つ関連の条例制定が承認されました。 

 

逗子アーデンヒル地区は、従前から自治会として

路線バス等の地域交通導入の要望があり、検証な

どを行ってきた地域で、住宅としての環境は良い

のですが、居住者の高齢化とともに自家用車での

移動が困難な状況となり、日常の買い物や通院の

ための新たな交通手段の必要性が年々増大し、デ

マンド型乗合タクシーの導入を目指しています。 

[運行概要] 

区域: アーデンヒル地区及びＪＲ東逗子駅前 

運行: １日８便(予約制) 運賃: 大人 300 円 

運行期間:令和 10 月 1 日から令和 4 年 3 月 31 日 

１か月あたりの運行経費から運賃を差し引いた

金額を、業務委託料として運行事業者に支払いま

す。実証実験では市が経費を負担し、実証実験後

の本格運行の際は、自治会で 経費を負担して運

行する想定をしています。 

 

 

 御名前 

 

御住所 

 

連絡先 

送り先ＦＡＸ ０４６－８７１－３５５２ TEL 046-871-3526  ｅ－ｍａｉｌ：sagisaka@plum.ocn.ne.jp 
発行責任者:匂坂祐二（さぎさかゆうじ） ポスティング ボランティアを募集しています。御協力お願い致します。 
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